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満月の別名
アメリカの先住民族ネイティブアメリカ
ンは、その月の満月に、時期に合っ
た名前を付けることで季節を把握して
いたといわれています。狼が遠吠えを
する1月は「Wolf Moon（ウルフ
ムーン）」、イチゴの収穫時期の6
月は「Strawberry Moon（スト
ロベリームーン）」、チョウザメ漁が
盛んに行われる8月は「Sturgeon 
Moon（スタージョンムーン）」。北
米に生息するビーバーが巣作りを始め
る11月は「Beaver Moon（ビー
バームーン）」といいます。
※呼び名については諸説あります。

星と星を線でつないで作る星座ですが、
見かけの星の明るさが違います。ここ
にあるのは全て馴染み深い誕生12星
座ですが、「ある」に分けられた星
座は一番明るい星のランク「1等星」
を持っています。しし座の1等星は
「レグルス（小さな王様）」、おと
め座の1等星は「スピカ（麦の穂
先）」でどちらも春の夜空で見られま
す。ふたご座の1等星は「ポルックス
（双子の弟の名前）」、おうし座の
1等星は「アルデバラン（後に従うも
の）」でどちらも冬の夜空で見られま
す。星座早見盤で星座の形も調べて
みましょう。

国旗に星が描かれている国は、全部
で76カ国あります。ベトナムの国旗は
金星紅旗と呼ばれ、赤い背景と中央
に五芒星と言われる黄色い星があり
ます。カメルーンの国旗はアフリカの
色（緑・赤・黄）を背景に中央には
星が１つあります。コソボの国旗は
国土の地図のシルエットと、国内の6
民族の融和をあらわす星があります。
キューバの国旗は３本の青い線と、
２本の白い線を背景に赤色の三角
形の中に白い星が１つあります。
それぞれに意味があるので、調べてみ
ると面白いかもしれません。

夜空には様々な星があります。星と
一口に言っても、恒星と惑星の2種
類があり、自ら光り輝く恒星は表面
温度の違いによって色が変わるのに対
し、惑星は星の表面が恒星に照らさ
れて見えています。オリオン座のベテ
ルギウス、さそり座のアンタレス、おう
し座のアルデバランは真っ赤に輝く恒
星す。赤い色は温度が低く、まもなく
星の寿命を迎えることが分かります。
火星が赤く見えるのは火星表面に鉄
サビの成分が多くあるからです。恒星
と惑星の見分け方は、大気の揺らぎ
でチカチカと瞬いて見えたなら恒星、
瞬いていないなら惑星です。
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